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または保健婦がチェックして各食品をコード化し，コンピュータにより食生活調査結果を作成している。そ






590.9 mg,鉄14.8mg,食塩12.8g, ビタミン A1799 IU, ビタミン B10.92幣，ビタミン B21.02mg,ビタミ

































われわれが行っているのは， 3日または2日の短期ド ック であり，退院日に中間説明をして





次の表より 受診者の年齢と性から基礎代謝基準値を求め ，労作強度と体重から ，次の式
食生 活調査 記入用紙
氏名（ 三 1を 大） rB|6| 12| |31 
性別（ 胄 ） 年令 匝Eりオ
摂取年月日 l 9区Iil年巨I丑月丘I刃日
職業国外訟儀身長□玉Bc“"叫工巨］勺
時間 献立名 食 品 名 数量あるいはめやす量 | ＊コード必 ＊数量 g
I,. /0 lゞ1ん 米 It反 沃わん 1カ禾 0 0 “ク 1 I 0 
みそ9f て、 第ゞ n I. ぐ U ,“° 
2れト じ，＂か＇’ヽ‘t, 0 0 『 3 ~ 0 
ャュ勺 、3ヽ InぇI/-, !'0 
み ル 〇え 5 9 3 0 
＂すぅ t /0切 。I, [ 3 I O 0 
生叫3 ¢1P Iケ 0．ぐ l ・うえ |ぐ|n 
し』 1ヰ ,i-々 0 ~ Lヽ I.I 
IZ.、00 ゞ心ん ヰ月K 禾ゎ L ？九禾 0 0 'I-|7 え 20 
弁ti 愈、っ列 ;j:., 1・ ';t々 0 l r, I I O 0 
小見れ分 0 0 I 6 I 0 
¢1日 0 S l.? ? l“ 
I、●ヽ ルふ 0 0 2 8 I | r 
ら9わ 0 I I 9 I. ／え
湛L o e 8 I I 
みそ汁 f9 11n, O 6 |5 | 2 I 0 
I杵 l．ィがvtl 0 O 8 1.i l. 0 
モ而．． o I 6Is 1- 1、o
みィ 〇え $Ii I S 
、内 て叩
¢JP /， olぐ 3 1 9 kin 
っ>'lla・し ;.,;,1ずし I~ ol7 ;z_19 ＄ 
1~:00 f:.＇［j‘免•1す1-fJ人；1 責
米 A仄 沃わ人J 21斤• lo o LI-? 2.2 0 
サ 1;a /0切 0 6 ih 3 I O 0 
“、す 9冷 o 6 6 I I o O 
U →,p 少々 o r ヽ6 ぐ
ぇOoo 冴 qヽ ん ,;i,.ヽL ］切 0 I 5 7 6 O 
ジュース 1イl‘ぷら：；ース I本 O 7 / Iぐ 7 0 0 
15 DO 1ーヒ ー つ-ヒー o I I' I I,;. ! |、ぐ 0
I材` ， tう ス1'-!Zオ禾 0 I 0 O I 0 
ク'/-7. 17仁、 Iネ禾 0 S 5 5 3 



























































































































KAWASAKI MEDICAL SCHOOL HOSPITAL 
食生活 調 査 結 果
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電話 (0864)62-1111 内線 2124-6
人間ドックにおける食生活調査の研究 55 
(6) ビタミン恥 ：lOOOkcalにつき 0.4mg 
(7) ビタミン恥： 1000kcalにつき 0.53 mg 
(8) ビタミン C : 50 mg 









18認 26 0 24.0 
19 25 5 23 5 
20~ 24.5 23.5 
30~ 23.5 22 0 
40~ 23.0 21 5 
50~ 23.0 21.0 
60~ 22 5 21.5 













0.35 (70 96) 
0.50 (100彩）




身 長 男 女 身 長 男 女
148 cm kg 49. 7 kg 165 cm 59 8 kg 58 9 kg 
149 50.1 166 60.5 59 6 
150 50.5 167 61.2 60.3 
151 51.0 168 61 9 61 0 
152 51.5 169 62.6 61 7 
153 52.0 170 6 8.8 62 4 
154 52 5 171 64.0 
155 54.0 53 0 172 64 7 
156 54.5 53.5 173 65 4 
157 55.0 54.1 174 66.1 
158 55.5 54.7 175 6 6 9 
159 56.1 55.3 176 67.7 
160 56 7 55.9 177 68 5 
161 57. 3 56.5 178 69.3 
162 57. 9 57.1 179 70.1 
163 58.5 57.7 180 70.9 
164 59.1 58.3 
（文献 6より引用）








表 1 10歳階級別栄簑素等摂取量 (1人1日当たり，平均値土標準偏差）
年 齢
例数
エネルギー たん白質 脂 質 糖 質 カルシウム
（歳） (kcal) (g) (g) (g) (mg) 
30 -39 49 2172 (484) 91 7 (32.0) 52. 5 (23.3) 3016(684) 609 (540) 
40 -49 142 2129 (538) 85.6 (22 7) 48.8 (22.1) 303.l (89 6) 599 (260) 
50-59 197 2000 (410) 80.9 (21.6) 41 8 (19.0) 294.2 (62 7) 576 (224) 
60 -69 41 1822 (434) 74.9 (22.7) 40.2 (23 O) 2753(585) 599 (326) 
20 -90 440 2038 8(472.5) 82.9 (23.7) 454(214) 294 6 (73.4) 590.9 (299.3) 
年 齢 鉄 食 塩
ビ 夕 ミ ン
（歳）
A B1 B2 C 
(mg) (g) (IU) (mg) （唸） (mg) 
30-39 154(62) 128(4.0) 1713 (1307) 0.96 (0.37) 107(054) 90 (66) 
40-49 15.2 (4 7) 13.4(50) 1783 (1510) 0.93 (0.35) 1.03 Co 46) 114 (73) 
50-59 14.5 (5.2) 12 6 (4.0) 1812 (1394) 0.90 (0.34) l.00(0.35) 107 (81) 
60-69 14.0 (5 0) 12.0 (5 O) 2015 0793) 0.95 (0.47) 104(045) 140 (99) 
20-90 14.8(51) 12.8 (4.5) 1799 0 (1449 2) 0.92 (0.36) 102(0.42) 109 7 (78 8) 
栄蓑素等摂取星を性別で比較すると ，男性 375人の平均値は ，エネルギー 2085kca1, たん
白質 84.5g,脂質 45.3g, 糖質 299.6g, カルシウム 595喫，鉄 15.0喀，食塩 13.1g, ビ
タミン A1780IU, ビタミン恥 0.92咤，ビタミン B21. 03喫，ビタミン C 105咽であり，
女性65人では，エネルギー 1772kca1, たん白質 73.6g,脂質 45.8g, 糖質 265.7g,カルシ
ウム 570唸， 鉄 13.6畷食塩 11.2g, ビタミン A1909IU, ビタミン恥 0.91喫，ビタミ
ン恥 1.00唸，ビタミン C137咆であり， エネルギー，たん白質，糖質，鉄，食塩は男性が
有意に多く，ビタミン Cは女性が多い成績であった。
人間ドック 440人の平均値は，エネルギー 2039kca1, たん白質 82.9g, 脂質 45.4g, 糖質
294.6 g, カルシウム 590.9咤，鉄 14.8哩，食塩 12.8g, ビタミン Al799IU, ビタミンB1
0. 92咤，ビタミ ン恥 1.02喋，ビタ ミン C109. 7呟であり，昭和56年度国民栄養調査成績7)
の中国プロックの栄養素等摂取量とほぽ一致するものであった。
2) 栄養素等摂取量の分布
栄養素等摂取星の分布は表 2に示す通りで，注目されることは， エネ ルギー 2500kca1以上
13人，たん白質 100g以上90人，脂質80g以上29人，食塩 16g以上 98人などの過剰摂取




たん白質 脂質 糖質 食塩
ビ 夕 ミ ン
栄養素 エネルギー カルシウム 鉄
A B1 B2 C 
区分幅
250.0 10.0 10.0 50.0 100.0 2.0 20 400 0 0.2 0.2 20.0 
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米類 521.6(224.0)，そのうち，めし 516.1(223.4)，小麦類 116.0(126.3)， いも類
67. 4 (58.4)，砂糖類 14.8(11.0)，菓子類 67.8(52.5)，油脂類 12.8(10.2)，豆類 82.8
(70. 6)，果実類 161.6(124.0)，緑黄色野菜 72.7 (65.3)，その他の野菜類 196.3(123.2), 
海草類 8.2 (11. 9)，調味・嗜好飲料 392.1(344.6)，魚介類 124.3(92.7)， 肉類 90. 8 








中島行正・寺本房子・北昭ー ・林 由子 ・山縣幸恵・小見山京子・寺岡敦子
田仁通子・河原和枝 ・川上祐子・市川和子・鍵山光庸・谷口和夫
は現状では困難であるが，当院では，公衆衛生部の研究補助員の栄養士，公衆衛生部の保健婦











































できないが ，将来は ，対象者の前で自由にコンヒ ュ゚ータが利用できることが望まれる。
5 まとめ
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